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不快臭を伴わな い イヌ の シャ ン プー 間隔は ？

○小田切敬子

NPO 法人 ア ニ マ ル セ ラ ピー協会

犬 の ニ オイ を測定する意義

　人 と犬が 古 くか ら密接に係わ っ て きた こ とは 、 少 な くとも 12，000年前の 考古学的あ る い は分子生

物学的データか ら知 られて お り、犬はもっ とも古 くか ら家畜化 された動物で ある。現 在で は犬は 家族 の

一
員とみ なされ 、伴侶 動物 と して 人 の 心 の 中に 深 く入 り込み、家族の

一
員とし て 認識 され つ つ ある 。

　 こ の よ うな時勢にお い て 、 犬を活用 した動 物介在療法 （以下、ア ニ マ ル

セ ラピー）が 日本におい て 普及 しつ つ ある。ア ニ マ ル セ ラ ピ ー （図 1） と

は動物 を介在 させ て 、心身 の 機能回復 を促進 させ た り、人 との 相互 関係 を

円滑にす る方策 の
一

つ で あ り、そ の 効果は ア メ リカ国立予 防衛生研究所 も

認 めて い る。

　わ が国にお い て は 2002 年に施行 された身体障害者補助犬法の 影響に よ

り公 共施設 に出入 りで きる犬や 、人 の 心身 の 機能回復の 場面に活用 され る

犬が増 え て い る。こ の よ うな 日本にお け る現状にお い て 、 さ まざまな揚所

に 同伴 され る犬が清潔で 体臭が 人に不 快感 を与えない こ とは公 衆衛生上

重要で あるため、犬に シ ャ ン プー
を施す こ とは 必須で あ る。犬に負担をか　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　図 1 ア ニ マ ル セ ラ ピー

けず 、か つ 人がイ ヌ の 体臭を不快 と感 じない シ ャ ン プ ー間隔は どの 位で 、シ ャ ン プー後 の 経過 日数に伴

う犬の 臭気濃度や臭気強度ある い は快 ・不快度 の 変化は どの よ うなもの か、とい っ た 内容の 基礎的研究

は重要で あ る。しか しなが らこ の よ うな研究や犬の ニ オイ の 測定方法に つ い て の 研 究はな され て こ なか

っ た 。

　そこ で 我 々 は 、まず犬の 体臭 を測定する の に三点比較式臭袋法を適応で き るか ど うか調 べ た （試 験 1）。

次に 、室内飼育個体 （室内犬） と屋外飼育個体 （屋外犬） の 臭気を 2 種 類 の サ ン プル 採取方 法を用 い て

三 点比 較式臭袋法 に よ っ て 比較 し、不快臭を伴 わな い シ ャ ン プー間隔に つ い て考察 した （試験 2、3）。

三点比較式臭袋法に よ る犬の ニ オイ の 変動

　試験 1 ：希釈倍数 を検討するために 、シ ャ ン プー後 経過 日数 9 日〜31 日

ま で の 6 ヶ 月齢時 の 犬 の ニ オイ を測定 し た。ニ オイは ハ ン ディ 型ポ ン プを

皮膚 に密着 させ て採取 した （図 2）。そ の 結果 、1、5、 10、 20、 50、100、
200 倍 の 希釈倍数で ニ オ イ を測定で きた。また、そ の 臭気指数は シ ャ ン プ
ー後経過 日数 に伴 っ て 増加 した が、24 日以降ほ ぼ横ば い に な っ た

。
シ ャ ン

プー後経過 日数 19 日 か ら 105 日まで の 5 匹 の 犬 の ニ オイサ ン プル を用 い

て臭気指数 、 臭気 強度 、 快 ・不快度に つ い て 測定 した。そ の 結果、シ ャ ン

プ
ー

後 の 経過 日数 と臭気指数 の 間 に 正 の 相関 が認 め られ た （y＝0．19x，
r＝0．89，p＜0．05）。 しか しなが ら、臭気指数 と臭気強度 の 間 には有意な正

の 相関関係 （y＝0，09x ＋ 1，　 r ＝0．39，　 NS）は認め られなか っ た。一方 、臭気
　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　図 2　ニ オ イ採取
指数が高 くなれ ば快 ・不快度は低 くな る傾 向が認 め られ た が 、両者 間に 有

意な負 の相 関関係 は認 め られなか っ た （y＝ −0，02x ，　 r ＝ −0．06
，
　 NS）。 我 々 は こ の 研 究 の 結果か ら、三 点

比較式臭袋法を使 っ て 犬 の ニ オ イ を測定お よび評価 で きる と結論 し た。

　試験 2 ： シ ャ ン プー後 3 ヶ 月 間の 室内犬 （4 匹）と屋 外犬 （3 匹）の ニ オ イの 変動を調 べ るために臭気

濃度 、 指数、強度 、
’
「夬 ・不快度に っ い て 測定 した。ニ オイ の 採取方法は試験 1 と同様で あ っ た。その 結

果、屋外犬 では シ ャ ン プー
後経過 日数 と臭気指数 （r ＝ 0．45）、強度 （r ＝0．85

、 p ＜ 0．05）、快 ・不快度

（r ＝
− 0．08、p＜ 0．01） との 間に各 々 相 関関係が認め られたが 、室 内犬で は認 め られ なか っ た 。 い ずれ

の 項 目に つ い て も全期 間を通 じ て室内犬 と屋外 犬 の 各 々 の 平均値 に統計学的有意差は認 め られ なか っ

た 。 また 、臭気強度と臭気指数お よび快 ・不快度 との 間には 正 （r ＝O．4、p 〈 0．Ol）お よび負 （r ；
− 0．8、

p 〈 0，01）の 相関関係が認 められた。
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　試験 3 ； シ ャ ン プー
後 28 日 目の 室内犬 （3 匹） と屋外犬 （3 匹） の 体毛を採取 し

、 臭気測定を行 なっ

た 。 その 結果 、臭気指数、強度 、快 ・不快度 の い ずれ も、室 内犬 と屋外犬 との 間に 統計学的有意差は認

め られ なか っ たが 、屋外犬 の 方が絶対値が大 き くな る傾向 が認 め られ た （図 3）。
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図 3　 シ ャ ン プ
ー

後 28 日 目 の 体毛 を用 い た臭気 測定 の 結果

回帰分析 して 得 られた回帰式 （y＝o．015x＋ 220）を用 い て 、

悪臭防止 法の 規制値 2．5 に相 当す る 日数を算出 した結果は

31，5 日とな っ た （図 4）。試験 3で は シ ャ ン プー後 28 日で

臭気強度 25 を超 え る こ とが確認 され た 。 こ れ らの こ とか

らシ ャ ン プー後約 1 ヶ 月がイ ヌ の臭気を抑制で きる最 大

間隔 で ある こ とが示唆 され た 。
こ の 結果 は、試験 1 の 結果

を再現 した。また試験 2 の 結果 の とお り、臭気強度 と快 ・

不快度 は負 の 強 い 相関関係 （r ＝ − 0．8、p＜ 0．01）を示 し、

我 々 が 犬 の 臭気に 不快感 を持 つ の は臭気強度が 高 い 時 と

判断 で き る 。 2 種類の サ ン プル 採取 の 方法か ら得 られ た 三

不快臭を伴わない イ ヌ の シ ャ ン プー
間隔は ？

　以 上 よ り室 内犬 と屋 外 犬の 両者間 にお い て シ ャ ン プー後 3 ヶ 月 間で は臭気に統計学的有意差は認 め ら

れ なか っ た 。 しか しなが ら犬 の ニ オイ は飼育環境、個体の 生理状態、ある い は飼育者の 取 り扱い に よ っ

て も変化 す るため 、さらに詳細な研究は必要で あろ う。

　屋 外犬 の シ ャ ン プー後経過 日数 と臭気強度 と の 関係 を
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　　　 図 4　屋 外犬 の 臭気強度

tOO

点比較式臭袋法に よる犬 の 臭気測定結果は い ずれ も同様の 傾 向を示 した。臭気強度 と快 ・
不 快度の 測定

は我 々 が 実生活 にお い て感 じる感覚そ の も の を数値化 してお り、そ れ ゆ え信頼性 の 高い 結果が得 られ た

と考え られ た。

　臭気濃度や臭気指数に 関 して は希釈 したサ ン プル で得 られ た計算式か ら導か れ る数値で あ り、原 臭 の

強さや希釈倍数に よ っ て 精度が左 右 され る。また、低濃度の 嗅覚測定に つ い て は濃縮 したサ ン プル を用

い る測定が有効で あ っ た り、サ ン プル 採取時期 に よ る 温 ・湿 度の 違い に よ る 測定値 の 変動 な ど の 課題 は

ある もの の 、概 し て 有意義な結果が得 られた と考え られ た 。

　以 上 か ら、公 共の 揚所にイヌ を同伴す る場合に は 、最低 1 ヶ 月以内に シ ャ ン プ
ー

を施 して い る こ とが

必要で ある と結論 された。
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